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須賀川市中央図書館 ニュースレター

書　　名 著者・出版社など

・いつものラジオ　リスナーに聞いた16の話 村上　謙三久∥著 （本の雑誌社）

・ミステリ映像の最前線　原作と映像の交叉光
線

千街　晶之∥著（書肆侃侃房）

・もっともわかりやすいラグビー戦術入門ガイ
ド

井上　正幸∥著（カンゼン）

・甲辞園
ベースボールマガジン社∥編
（ベースボール・マガジン社）

・美しい合気道 白川　竜次∥著(KADOKAWA）

・本のある空間採集　個人書店・私設図書館・
ブックカフェの寸法

政木　哲也∥著（学芸出版社）

・非営利団体の資金調達ハンドブック
ファンドレイジングに成功するポイントのすべ
て

徳永 洋子∥著　（時事通信社）

・中井久夫　人と仕事 最相　葉月∥著（みすず書房）

・おいしいふ～せん 角野　栄子∥著（NHK出版社）

・ポストカード
ｱﾝﾇ・ﾍﾞﾚｽﾄ∥著　田中　裕子∥
訳（早川書房）

・読書バリアフリー　見つけよう！自分にあっ
た読書のカタチ

読書工房∥編著　（国土社）

・はっぱのほん
いわさ　ゆうこ∥著　（文一総合
出版）

・目でみるえいごのずかん
おかべ たかし∥文　やまで た
かし∥写真（東京書籍）

・ぼくはがっこうへいけない
なかの まきこ∥さく　いちだ ま
ほ∥え（星雲社）

・まねっこカメレオン
リト＠葉っぱ切り絵∥作　（講談
社）
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階

３
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４
階

～　今回掲載した本は一部です。各エリアの新着図書コーナーをご覧ください　～
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読書週間に合わせてスタートした「ブック オブ ザ イヤー 2023」。司書が今年読んで面白かった本

を、手書きのPOPと一緒に展示しています。また、今回はその本をおすすめしている司書の自己紹

介カードも合わせて展示しています。

紙面上には全部載せきれないので、ぜひ３階の展示コーナーで個性あふれるPOPをご覧ください。

ブック オブ ザ イヤー 2023

この自己紹介、誰だろう・・・？

この本、気になるなぁ。



発 行：須賀川市中央図書館 令和 5年11月15日

住 所：須賀川市中町４－１ 須賀川市民交流センター ｔｅｔｔｅ（てって）内

電 話：０２４８－７５－３３０９

開館日：月・水 ～ 土 ９：００ ～ ２０：００、日・祝 ９：００ ～ １８：００

休館日：毎週火曜日、特別整理期間、年末年始（１２月２９日 ～ １月３日）

“認知症を理解するのは難しい、ならば、認知症の世界

を旅してみよう”

ある日、身近な人が認知症と判断されたら、戸惑う方も

多いと思います。その要因のひとつとして、認知症の方が

抱える問題を分かり合えるか、自信が持てないことが大き

いのではないでしょうか。

本書は“認知症の世界を旅する”をコンセプトとして、認

知症の方のインタビューをもとに、日常生活の中で抱える

トラブルなど、本人目線で様々な体験談が綴られています

ので、認知症の日常を疑似経験しているように読み進める

ことができます。

身に起こる問題を分かりやすく捉えることができ、また、

何故、問題が起こるのか、理由の解説や問題回避策付き

で、認知症により困っている大切な人の手助けになること

はなにか、選択の幅が広がります。先行きに安心が持てる

ような一冊ですので、ぜひ、読んでみてください。

(1階スタッフ H)

書 名：『認知症世界の歩き方』

著 者：筧 裕介

出版社：ライツ社
出版年：2021年9月

所蔵場所：3階メインライブラリー

請求番号：493.75/カ/認知症

今年の「ぬいぐるみお泊り会」はハロウィンパーティーでした！tette５周年を記念して、ボー

タンも一緒にお泊りしました。みんなでお話しを聞いたり、夜の図書館で本を探したり。みん

なパーティを楽しんでくれたみたいです。

ボータンとぬいぐるみだけが参加

できる秘密のお話し会。どんな絵本

を読んだのかな？

ぬいぐるみのお出迎えから一緒に

参加してくれたボータン。参加してく

れたみんなと記念撮影しました。

ぬいぐるみお泊り会
tetteでハロウィンパーティー


